
弔

辞

本
日

こ
こ
に
、
前
神
奈
川
大
学
教
授
、
故
山
崎
吉
雄
先
生

の
葬
儀
が
行

わ
れ
る

に
あ
た
り
、

つ
つ
し
ん
で
弔
辞

を
捧
げ
ま
す
。

山
崎
先
生

は
、

一
九

=

一年

二
月
二
十
五
日
、
新
潟
県

に
お
生
ま
れ

に
な
り
ま
し
た
。

一
九
三
四
年

三
月
、
新
潟
師
範
学
校
本
科
を
御

卒
業
、
さ
ら

に
東
京
商
科
大
学
商
業
教
員
養
成
所

に
学
ば
れ
た
後
、
仙
台
商
業
学
校
教
諭

に
な
り
ま
し
た
が
、
向
学

の
意
志
や
み
が
た
く
、

東
京
産
業
大
学
、
す

な
わ
ち
現
在

の

一
橋
大
学

に
入
学
し
、
敗
戦

の
混
乱
時

の

一
九
四
五
年
九
月
、
同
校
を
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。

新
潟

工
業
学
校
教
諭
を

へ
て
、
山
形
青
年
師
範
学
校
教
授

に
就
任

さ
れ
た
の
は

一
九
四
七
年

六
月

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
と
き
先

生
と
山
形
と

の
結
び

つ
き
が
始
ま
り
ま

し
た
。
山
形
青
年
師
範
学
校
が
山
形
大
学

に
包
括

・
昇
格
す

る
戦
後

の
学
制
改
革

に
と
も
な

い
、

↓
九

五

一
年
、
山
形
大
学
専
任
講
師
、
翌
年
助
教
授
、

一
九
六
四
年

に
は
教
授

に
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。
先
生

は
教
育
学
部

に
所
属

さ
れ
、

山
形
大
学
評
議
員
、
協
議
員

の
要
職
を
何
期

に
も
わ
た

っ
て
務

め
た
ほ
か
、
山
形
県

の
各
種

の
公
職
を
務

め
、
地
域
社
会

の
発
展

の
た
め

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
七
三
年

八
月
、
先
生

は
、
推
さ
れ

て
山
形
県
知
事
選
挙

に
出
馬
す
る
た

め
、
山
形
大
学
教
授
を
辞
職
な
さ
れ
る
ま
で
、
実

に
二
十

六
年
間
、
山
形
大
学

で
教
育

と
研
究

に
献
身
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
山
崎
先
生

は
、
山
形
大
学
と
山
大
生
を
我
が
子

の
よ
う

に
愛

し
て

お
り
ま
し
た
。
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さ
て
神
奈
川
大
学
と

の
関
係

で
す
が
、
先
生

は
、

一
九
七
六
年
三
月
、
経
済
学
部
教
授

に
迎

え
ら
れ
、

一
九
八
二
年
三
月
定
年

で
退
職

さ
れ
る
ま

で
の
六
年
間
神
奈
川
大
学

に
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
先
生

の
神
奈
川
大
学
在
任

は
、
長

か

っ
た
と

は
申
せ
ま
せ
ん
が
、
神
奈
川
大

学
を
山
形
大
学
と
同
様

に
愛

さ
れ
ま
し
た
。
先
生

の
御
担
当
科
目
は
、
商
業
学
で
あ
り
ま
し
た
が
、
あ

の
独
特

の
語
り
方

の
魅
力
あ

る
講

義

は
、
多
く

の
学
生

の
心
を
と
ら
え
た
も

の
で
す
。

先
生

は
・
経
済
学
部
貿
易
学
科
主
任
、
全
学
広
報
委
員
、
評
議
員

な
ど

の
要
職
を
歴
任

し
、
神
奈
川
大
学

の
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。
な

か
で
も
忘
れ
る
こ
と

の
で
ぎ
な

い
の
は
、

日
本
常
民
文
化
研
究
所

を
神
奈
川
大
学

に
招
致
す
る
さ

い
に
、
中
心
的
役
割
を
果

さ
れ
、
今

日

の
神
奈
川
大
学

日
本
常
民
文
化
研
究
所

の
発
展

の
礎

を
築

い
た
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

研
究
面
で

の
先
生

の
御
仕
事

は
多
岐

に
わ
た
り
、
先
生
が
愛

し
た
山
形
県

の
経
済

に
関
係
す

る
歴
史
的
研
究
と
現
状

研
究

の
論
文
著
作

を
た
く
さ

ん
遺

し
て
お
り
ま
す
。
中
央

の
学
界

の
評
価
な
ど
さ
し
て
気

に
さ
れ
ず

に
、
た
ん
た
ん
と
研
究
生
活
を
送
ら
れ
た

の
で
す
。
先

生
が
編
集

に
参
加

し
て
出
版
さ
れ
た

『
本
間
家
文
書
』
全
八
巻

は
、
地
味

で
は
あ

り
ま
す
が
、
後
世

に
の
こ
る
大
き
な
仕
事

で
あ

り
ま
す
。

山
崎
先
生

は
、
あ
る
と
き
私

に
、
神
奈
川
大
学

を
評

し
て
、
「
東
大

の
亜
流
だ
な
」
と
、
も
ら
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の

一
言

は
軽
薄
な
中
央
指
向

に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
鮮
烈

に
私

の
記
憶

に
残

っ
て
お
り
ま
す
。
先
生

に
御
報
告

し
た

い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

い

ま
、
先
生

の
後
継
者
中
田
信
哉
教
授
を
中
心

に
、
神
奈

川
大
学
が
立
地
す

る
横
浜
市

に
関
す
る
共
同
研
究
が
発
足
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
研
究

の
成
果

に
つ
い
て
、
先
生

に
ご
覧

に
な

っ
て

い
た
だ
ぎ

た
か

っ
た
と
思

い
ま
す
。

め
ぐ

り
く
る
サ
ク
ラ

ソ
ボ

の
季
節

を
ま
た
ず
し
て
、
先
生
は
遠
く

に
逝

か
れ
、

お
別
れ
す

る
と
き
が
参

り
ま
し
た
。

こ
こ
に
あ
り
し
日
の
先
生

の
御
功
績
と
徳

を
偲
び
、
御
冥
福

を
お
祈

り
し
て
、
弔
辞
と
い
た
し
ま
す
。

一
九
九
〇
年
五
月
九
日

神
奈
川
大
学
経
済
学
部
長

中

村

平

八


